
　2013年3月、文部科学省の国立大学改
革強化推進補助金に採択された『四国5大
学連携による知のプラットフォーム形成事
業』。これは徳島大学、鳴門教育大学、香
川大学、愛媛大学、高知大学という四国
の国立 5 大学の資源を効果的・効率的に
活用する取り組みとして、AO入試や大学
教育 (教養教育と専門教育)、産学連携な
どを大学の枠を超え、四国全体で実践し
ていく一大プロジェクトである。
　2014 年 5 月の段階で、『四国地区国立
大学連合アドミッションセンターの設置と
AO入試の共同実施』『四国におけるe ‐
Knowledgeを基盤とした大学間連携によ
る大学教育の共同実施』『四国産学官連携
イノベーション共同推進機構』などのテーマ
が掲げられ、様々な試みが行われている。
　そんな中で、特に耳目を集めていたの
が徳島大学が進めている『四国におけるe
‐ Knowledge を基盤とした大学間連携
による大学教育の共同実施』を見据えた学
内情報基盤の整備だ。

「他校と連携しながらイノベーティブな取
り組みに挑むことはもちろんですが、そ
のためにも学内情報基盤の刷新では、ま
だどこもやっていないようなものに取り組
みたいと考えていました。それが他校と
の連携においても貢献できる仕組みづく
りの挑戦になると思っていたからです」と
語るのは、徳島大学の大学開放実践セン
ター教授であり工学博士でもある金西計
英氏だ。同氏が言うように、徳島大学で

は既にOSSによる学内情報基盤の構築を
果たすなど、これまでにも新たな分野へ
の取り組みを積極的に行ってきた。

　実は、徳島大学では 2008 年より
四国の8つの国公私立大学が連携し、
ICT活用によるe‐learning での教育
プログラム提供を目的として設立され
た『e‐Knowledge コンソーシアム四国』

にも参加。OSSのLMSでは豊富な運
用実績を誇るMoodle 活用による履修
環境を早い段階から整備を図っていた。
　今回の四国5大学連携プロジェクト
は、まさにこうしたこれまでの取り組
みをさらに推進するものといえる。そ
れだけに、将来的に他校を含むプラッ
トフォームとして機能し得る、そんな
学内情報基盤に仕上げることが、今回
の徳島大学のテーマだった。
　徳島大学では、もともとプライベート、
パブリック、オンプレミスを組み合わ
せたハイブリッドなクラウド環境に学
内のシステムを統合して運用管理する
高度な環境を、2012年より稼動させ
ている。そのこともあり、そこで培っ
た経験知やノウハウから、よりプライベー
トクラウド領域を拡大していこうとい
う機運は高まっていたという。

「フルOSSでの構築は、コスト面での
アドバンテージもさることながら、メー
カーやベンダーに依存しないことから 、
ブラックボックス化しないで済むメリッ
トがあります。また、地理的に南海地

震など巨大な災害への備えという観点
からBCP／DRの強化が必須です。そ
れだけにキャンパス外に設けた自学の
データセンターのプライベートクラウド
環境なら、高セキュリティと可用性・
耐障害性を担保しながら、万一の災害
発生時でも24時間365 日のサービス
継続や貴重な大量データの保護ができ
る点が大きなメリットです」（金西氏）

　こうして“商用版ではなくOSSで全
面刷新する”という強い意志のもと、サー
バやルータなどの機材調達からソフト
ウェア選定、システム開発、運用保守
とすべてワンストップで対応できるパー
トナーを探すべく、RFP を開示。複数
社からの提案を受ける中、キヤノンIT
ソリューションズが落札した。

「独立系の特徴を発揮してあらゆる製
品からベストな組み合わせをしてくれ
たこと、OSSへの知見や文教領域での
実績が豊富だったこと、Moodle に関
してもMoodle 交流会の事務局も運営
するなどサポート体制もしっかりして

CloudStackにXenやMoodleなどを
組み合わせた妙手で開発に挑む

OSSによるプライベートクラウド
環境の構築に高まる期待感

フルOSSのプライベートクラウドを学内情報基盤に導入

CloudStack、Xen、Moodleなどで全学実運用に耐え得る環境を構築
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誕生した国立大学。「自主と自律の精神に基づき、真理の探究と知の創造に努め、卓越した学術及
び文化を継承し、世界に開かれた大学として、豊かで健全な未来社会の実現に貢献する」を理念・
目標に掲げ、高度な研究力と温かさを兼ね備えて地域と共生し、「こころざし」を持って学び・感じ・
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四国の国立大学間連携を視野に
学内情報基盤をフルOSS化！
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いたこと、それらを総合評価して選び
ました」（金西氏）
　2013年10月より全学展開はもとよ
り四国5大学連携プロジェクトでも機
能するプライベートクラウドと、そこ
でLMS のMoodleを稼働させるシス
テムの設計／開発がスタートした。
　キヤノン IT ソリューションズが用
意した提案は、プライベートクラウ
ド基盤ソフトに“CloudStack”を採用
し、仮想化計算資源構成システムに

“Xen”を、大 学 連 携 e-learning シ ス
テムに“Moodle”を、教材作成 / 配信に

“Mediasite”という、セルフポータル
型のプライベートクラウド環境だ。また、
遠隔講義多地点接続システムも備えて
いる。

「フル OSS での情報基盤構築は初の
経験。Moodleに関しては活用実績が
あるので心配はありませんでしたが、
その最新バージョンを導入した上で
CloudStackでプライベートクラウド
を立ち上げることに関しては、やはり
初期の段階では一抹の不安は拭いきれ
ませんでした。しかし、3万人超のユーザー
を抱える明治大学、東京理科大学での
Moodle 導入・運用実績はじめ、私た
ちの環境と同等の試験環境を事前に用
意してCloudStack による情報基盤構
築・運用の検証をしっかりこなしてく
れたり、親和性の高さからXen を推し
てくれたり、導入されているSSO認証

のOSS・Shibbolethとの連携もとっ
てくれたりなど、こちらの不安を払拭
する提案が随所にありました」（金西氏）

　そして、2014年4月、無事、カットオー
バーを迎え、LMSをはじめとする業務
システムがプライベートクラウドで実
稼動される。

「新システムへ切り替える際、モニター
上でクラウドがライブマイグレーショ
ンされてるのを目にした時は、ちょっ
と鳥肌モノでしたね。ちゃんと走って
るぞって（笑）。正直、OSSは商用版と
は違って機能や動きを担保してくれる
存在はどこにもいません。すべてがオー
プンだからオウンリスクでやっていく
のが基本スタンスです。だからこそ、
OSSに強いという定評のキヤノンIT
ソリューションズの手腕に頼ったところ
は多々ありますね」（金西氏）

「CloudStack によるプライベートポー
タルでLMS のMoodleや講義を収録し
たストリーミングコンテンツを流すサー
バを入れた情報基盤構築・運用を果た
せたことは、OSS 活用の大きな自信
につながりました」（金西氏）
　この新たな学内情報基盤を、徳島大
学では四国5大学連携プロジェクトを
さらに１歩推し進めるトリガーにして
いきたい意向がある。

「今後はこのプライベートクラウドに他
の大学様のプライベートクラウドと連
携させるインタークラウド化を視野に、
四国5大学連携プロジェクトでも機能
させていきたいと考えています。大学
間連携による授業実施に関しても、数
千人規模に耐え得る可用性があります
ので、ぜひ実現させたいですね」（金西氏）
　目指すは、四国5大学連携による知
のプラットフォーム形成。この徳島大
学の挑戦を、キヤノンITソリューショ
ンズはこれからも支援し続けていく。
それだけでなく、自学の学生に向けた
情報サービスの拡充に臨む領域に関し
ても、惜しみなくアドバイスを提供し
ていく構えだ。

「LMS の Moodle 環 境 は 満 足 い く 仕
上がりで、学生や教職員からも好評
で す。 今 後 は e-portfolio の 充 実 を
早急に図り、学生を真ん中にLMSと
e-portfolio で挟み込むサンドイッチ体
制を確立して、より使える情報基盤の
もと情報サービスの充実を図っていき
たいですね」と金西氏の目も、既に次
のステップに向いている。

担当

本格的な四国5大学間連携や
学内情報サービス提供に向けて

● 本文内で使用されている製品名・商品名は、一般に各社の登録商標または商標です。なお、本文中に© ® ™マークは記載していません

● C l o u d S t a c k ダッシュボード（1） ● C l o u d S t a c k ダッシュボード（2） ● LMS（Mood l e）のコース参照画面

http://www.canon-its.co.jp/education/
キヤノンITソリューションズ株式会社
SIサービス事業本部 文教事業部　文教営業部
〒108-0073　東京都港区三田3-11-28　　TEL （03）5730-7075

〒108-0073　東京都港区三田3-11-28  

キヤノンITソリューションズ 文教ソリューション ホームページ

CloudStack や Xen、Moodle などが収められたサーバ

システムアラート及びシステムの処理能力を管理 システム全体の処理能力の詳細を管理 授業コンテンツの参照、資料ダウンロード・アップロード等が可能

OSSとは・・・Open Source Softwareの略。インターネットなどを通じてソースコードを無償公開し、誰でも改良や再配布が行えるソフトウェアのこと。
LMSとは・・・Learning Management System（学習管理システム）の略。教師による教材の保管・蓄積、学習者への教材の適切な配信、学習者の学習履歴や小テスト・試験問題の成績など
を統合的に管理するシステムのこと。Moodleは、オープンソースソフトウェアで、GNU General Public Licenseに基づいて自由に配布され使用することができる代表的なLMSのひとつ。
e-Portfolioとは・・・レポート、作品、実習の記録等を学習の成果として、サーバー上に記録・蓄積することのできるシステムのこと。


